
【教育理念】児童の笑顔、教師の笑顔、保護者の笑顔が 魅力ある学校を作る 

 《大野木場小学校は 校舎焼失から３５年目 創立から１４５年目を迎えます》  

心を見つめる 
教育週間 

今週２８日(日)まで「かどわきっ子の心を見

つめる教育週間」です。 

２３日(火)は、授業参観・学級部会、学校保

健委員会主催の子育て講演会に多くの方に御

出席いただきました。ありがとうございました。 

子育てに関する講演を聞いたり、本などを読

んだりすると、自身の子育てを思い出し、いつ

も反省しきりです。もっとこうしておけばよか

った。こんな言葉掛けをすればよかった。そん

な後悔にも似た思いがいつもあります。子育て

現役世代には、私のような思いをしてほしくな

い。そんな思いで、皆さんにはお話をし、この

学校だよりも書いています。 

講演内容については、お聞きになった方それ

ぞれが、いろんな思いを抱えて帰路につかれた

ことでしょう。帰宅して御家族との話題の一つ

にされた方もいらっしゃることでしょう。感じ

方は、一人一人違います。その後の行動も違い

ます。しかし、「わが子に幸せになってほしい。

幸せな人生を送ってほしい。」という親として

の思いだけは共通しています。 

学校は、これからも子どもたち一人一人の笑

顔（幸せ）を目指して、全力を尽くします。明

日２６日(金)は、学校支援会議を予定していま

す。地域の方の声もお聞きしながら、「関わり合

いながら進んで学ぶ、人間性豊かなかどわきっ子」

を目指していきます。 

浦川末子先生、遠路お越しいただき、ありが

とうございました。 

 社会科見学 
 先日、被爆体験講話をしていただき、その２

日後には４年生が長崎へ平和学習に出掛けま

した。行きのバスの中では、「青い空は」や「折

り鶴」などを歌ったりゲームをしたりして、車

酔いの児童が出ないよ

うに工夫していました。 

 平和公園へ着くと、ミ

ニ集会をしました。代表

の児童が挨拶をしたり、

全校児童で折った千羽

鶴を供えたりしました。集会を近くで御覧にな

っていた海外からのお客様が、「とてもすばら

しい歌声ですね。」と声を掛けてくださいまし

た。嬉しく思うとともに、この歌声が世界の平

和につながってほしいと思いました。 

 ４年生は、今回の学びを８月９日の平和集会

で発表します。１０歳なりに感じたこと・考え

たことを一生懸命に伝えてくれるはずです。年

齢を重ねると、違った見え方がします。場所が

変わると、違った歴史があります。いくつにな

っても、どこに住んでいても戦争や平和につい

て考える。そんな芽が育ってくれればと願って

やみません。 

代表委員会 
少し前になりますが、５月の代表委員会では、

「よりよい学校にしよう」という議題のもと、

①「キラキラ輝くかどわきっ子」になるために、

どんなことができるようになりたいか、②「学

校メディア宣言」について話合いをしました。 

「キラキラ輝くかどわきっ子」になるために

は、「ふわふわ言葉を使って、だれにでもやさしく

しよう」と決まりました。 

「学校メディア宣言」については、「メディア

は、１～３年生は６０分、４～６年生は９０分」と

「ねる１時間前にはやめよう」の二つが決まりま

した。 

今年度のチャレンジ、やさしくのアップのた

めの「言葉遣い、心遣い」たくましくのアップ

のための「睡眠」に関わるすばらしい話合いが

できたと思います。自分たちが話し合って決め

たことをどれだけ意識できるか、各学級で定期

的に振り返りをさせながら高めていきたいと

思います。御家庭での声掛けにも生かしていた

だけたらと思います。 

以前、ある塾の先生が、こんなことを言って

いました。「成績が伸びる子＝やめることができ

る子である」と。自分がしたいことや遊び、ゲー

ムや YouTube など、「ここまでやったらやめ

る」、「何時になったらやめる」というように、

自分でゴールを決めてそれを守ることができ

るお子さんだそうです。 

つまりは、「自らを律することができる子」と

いうことでしょう。毎日の行動を意識すること

が、成績アップにもつながるんですね。 
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